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第１問　南北朝・室町時代に関する次の文章を読み、下の問い（問１～７）に答えなさい。

　鎌倉幕府の滅亡、建武政権の成立と崩壊、
（ａ）

室町幕府の誕生と分裂、そして統合と、14 世紀

は激しい戦乱が全国で繰り広げられた。そして既成秩序の崩壊がすすみ、それに代わって武士と

民衆の力が強くなっていった。

　こうした混乱の時代を室町将軍（室町殿）が中心となって鎮めていったが、そのなかで将軍は

幕府を統率するだけでなく、貴族や僧侶を従えて、朝廷や寺社勢力もその統制下においた。その

結果、武士が文化の中心的な担い手となり、彼らの主導で貴族文化・仏教文化を融合するように

なった。足利義満は京都の北山に、金閣を中心とする豪華な北山山荘（のちの鹿苑寺）を営んだ

が、その金閣は寝殿造と和様・禅宗様の仏堂を併存している。これは、室町将軍が貴族・旧仏教・

禅宗の統合者となったことを象徴的に示しているだろう。

　仏教界では、旧仏教とならんで禅宗が大きな力をもつようになった。
（ｂ）

足利義満は相国寺を

創建（１３９２年落慶供養）するとともに、五山・十刹の制をととのえさせた。禅寺では大陸の影

響をうけた文化が花ひらき、漢詩文などの五山文学がさかんとなった。 　　ア　　 はその代

表的な人物である。また、中国風の
（ｃ）

水墨画が好まれるようになった。

　いっぽう、地域社会では民衆の力がつよくなり、新しい自治的な村落がつくられ、やがて民衆

は文化面でも台頭するようになった。
（ｄ）

猿楽能や狂言が各地で演じられるとともに、庶民の世

界で小歌が流布するようになった。それを編纂したものが  　　イ　　 である。

　しだいに力が衰えていった
（ｅ）

貴族は、有職故実や古典文学の研究に向かい、そこにみずから

のアイデンティティーを求めるようになった。

問１　下線部（ａ）に関連して、室町幕府の分裂について述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに該当する

語句ａ～ｄとの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 １

Ｘ　この人物は、足利尊氏の弟であり、室町幕府の権限を尊氏と分掌していたが、やがて尊氏と

対立して全国的な内乱を繰り広げた。

Ｙ　この内乱は、１３５０～５２年を中心に、室町幕府の分裂と、朝廷の南北朝対立とが絡み合っ

たものである。



− 11−　

　　ａ　足利直義　　　　ｂ　足利義持　　　　ｃ　中先代の乱　　　ｄ　観応の擾乱

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

問２　下線部（ｂ）に関連して述べた次の文ａ～ｄについて、正しいものの組合せを、下の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 2

　　ａ　相国寺には１００メートル以上の高さの七重の大塔が造立されたが、これは足利義満の

権力の強大さを象徴している。

　　ｂ　足利義満は、後醍醐天皇の冥福を祈るために、蘭溪道隆のすすめで相国寺を造立した。

　　ｃ　相国寺の落慶供養がおこなわれた１３９２年は、義満の斡旋で南北朝の合一が達成された

年でもある。

　　ｄ　相国寺の落慶供養がおこなわれた１３９２年は、朱元璋が明を建国した年でもある。

　　①　ａ・ｃ　　　　　②　ａ・ｄ　　　　　③　ｂ・ｃ　　　　　④　ｂ・ｄ

問３　空欄  　　ア　　 に入る人物として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。　 3

　　①　明恵高弁　　　　②　島地黙雷　　　　③　義堂周信　　　　④　隠元隆琦

問４　下線部（ｃ）について述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

　 4 　

　　①　雪舟は、足利義満の支援をうけて中国に渡って水墨画を学び、『富嶽三十六景』など数

多くの名品を残した。

　　②　相国寺の僧であった如拙は、足利義満の保護をうけ、『風神雷神図屏風』などの名品を

残した。
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　　③　狩野芳崖は、水墨画と大和絵を融合させて狩野派をおこし、美術界に新風を吹き込んだ。

　　④　水墨画では、しばしば禅の境地を表現することが多く、『瓢鮎図』はその代表的作品である。

問５　下線部（ｄ）に関連して、猿楽能について述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに該当する語句ａ～

ｄとの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 5

Ｘ　足利義満の庇護のもとで猿楽能を、高度に洗練された能に大成した。

Ｙ　上記Ｘの人物は、父の遺訓と自らの経験を踏まえた芸術論を書物に書きあらわした。

　　ａ　宗祇　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ　世阿弥　　　　　

　　ｃ　『新撰菟玖波集』　　　　　　　　　　　ｄ　『風姿花伝』

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

問６　空欄  　　イ　　 に入る語句として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。　 6

　　①　『梁塵秘抄』　　　②　『凌雲集』　　　　③　『閑吟集』　　　　④　『山家集』

問７　下線部（ｅ）に関連して、室町時代の貴族文化について述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに該当

する語句ａ～ｄとの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　

7 　

Ｘ　応仁の乱ごろに摂政関白をつとめ、「日本無双の才人」とも評されて、日野富子に『源氏物

語』を講じた。

Ｙ　上記Ｘの人物は、この書物により室町将軍に政道を説いた。

　　ａ　一条兼良　　　　ｂ　九条兼実　　　　ｃ　『樵談治要』　　　ｄ　『吾妻鏡』
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　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

第２問　近世の法律に関するＡ・Ｂの文章を読み、下の問い（問８～ 14）に答えなさい。

Ａ　人びとが集団生活をおくる上で、さまざまに生じる問題を解決するためにルール（法）が作

られる。江戸時代においても、幕府は数多くの法を発令したが、「法」は幕府が作るだけではな

く、独立した領地をもった藩などにおいても独自の藩法などが作られた。また武士のみならず、

（ａ）
町や村においても法が制定された。

　法の対象は、百姓や町人、職人などの被支配身分だけではなく、大名や公家、寺院なども対

象となった。大名を対象としたものとしては、大御所徳川家康が起草させて、将軍秀忠名で発

布された  　　ア　　 が代表的なものである。この法令は、将軍の代がわりに際し、少しず

つ修正が加えられながら発布された。３代将軍家光の代にだされたものでは、大名にたいして

 　　イ　　 を義務づける条項が加えられた。また５代将軍綱吉の代には、第１条の「文武弓

馬の道」を励むように定めていた条文が、「文武忠孝」を励み、礼儀を大事にするように書き改

められた。朝廷や公家に対しては、
（ｂ）

禁中並公家諸法度がだされ、また寺院に対しては
（ｃ）

寺

院法度がだされた。

問８　下線部（ａ）に関連して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正しいもの

を、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 8

Ｘ　村は、村役人を中心とする本百姓によって村法（村掟）に基づいて運営された。村法の違反

者は村八分にあい、交際をたたれることもあった。

Ｙ　町は、町内に家屋敷を持つ借家・店借の代表である町役人を中心に、町法（町掟）に基づい

て運営された。

　　①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　　　　　　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤

　　③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　　　　　　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤
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問９　空欄  　　ア　　  　　イ　　 に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 9

　　①　ア　武家諸法度　　　イ　参勤交代　　②　ア　武家諸法度　　　イ　上げ米

　　③　ア　五箇条の誓文　　イ　参勤交代　　④　ア　五箇条の誓文　　イ　上げ米

問 10　下線部（ｂ）に関連して、この法令や江戸時代の朝廷と幕府との関係について述べた文と

して誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 10

　　①　この法令は、関ヶ原の戦いの直後に、大御所家康、将軍秀忠、前関白二条昭実が関わり

発布された。

　　②　第１条では天皇はまず学問を第一にすべきであることを定めているように、天皇も法令

の対象であった。

　　③　幕府は、京都に京都所司代をおいて朝廷との交渉や、その監視にあたらせて、公家のな

かから武家伝奏を選び、朝廷と幕府との窓口の役割をはたさせた。

　　④　この法令の第１６条にある紫衣の条文をきっかけに、紫衣事件が勃発し、天皇の譲位に

もつながった。

問 11　下線部（ｃ）に関連して、江戸幕府の宗教政策について述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに該

当する語句ａ～ｄとの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。

　 11 　

Ｘ　江戸幕府は宗派ごとに本山が末寺を統制するこの制度を確立させた。

Ｙ　島原の乱の影響もあり、キリスト教対策として、あらゆる人をいずれかの寺院に所属するこ

とを強制するこの制度を始めた。

　　ａ　本末制度　　　　ｂ　寺請制度　　　　ｃ　俸禄制　　　　　ｄ　寺檀制度
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　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

Ｂ　江戸時代にだされた法令のなかでも有名なものとして、５代将軍
（ｄ）

徳川綱吉がだした生類

憐みの令がある。この時代、捨て子は日常的な光景であったが、犬のみならず牛馬、さらに人間

も含め、生きもの全てを対象として、命の保護を命じたこの法令により、社会のなかでの捨て子

の位置づけは大きく変わることになる。

　幕府財政が悪化するなか、８代将軍に就任した吉宗は、財政たてなおしをはかって、倹約令を

発して出費削減につとめ、  　　ウ　　 をだして訴訟事務の軽減をはかった。また吉宗は、時

代ごとに発布されてきた法令などを集めて  　　エ　　 を編纂させた。

　このように法令は社会を読み解く史料として、重要な存在であり、日本史の教科書のなかに

も多く登場している。
（ｅ）

慶安の触書も、１６４９年に幕府により発令された、江戸時代の農民統

制策を代表する法令とみなされて、多くの教科書に掲載されてきた。しかし、最近の研究により、

１６４９年頃の史料には法令が発布された痕跡が全くみいだせず、実際には江戸時代後期に各地の

農民教諭に用いられたものであったことが明らかになった。そのため、教科書のなかでの位置づ

けも近年変化している。

問 12　下線部（ｄ）について述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。　 12

　　①　綱吉は、これまでの政策を変更し、日本人の海外渡航と在外日本人の帰国を禁止する禁

令をだした。

　　②　綱吉は、近親者に死者があった際に、喪に服したり、忌引きをする日数を定めた服忌令

をだした。

　　③　綱吉は、江戸に流入する貧民の増加に対応するため、人返しの法を発した。

　　④　綱吉は、武士相互の紛争を自分たちの実力による私闘で解決することを禁止して、喧嘩

両成敗法をだした。
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問 13　空欄  　　ウ　　 ・  　　エ　　 に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～

④のうちから一つ選びなさい。　 13

　　①　ウ　定免法　　　　エ　読史余論　　　　　②　ウ　定免法　　　　エ　公事方御定書

　　③　ウ　相対済し令　　エ　読史余論　　　　　④　ウ　相対済し令　　エ　公事方御定書

問 14　下線部（ｅ）に関連して、慶安の触書や江戸時代の農民生活に関して述べた次の文ａ～ｄ

について、正しいものの組合せを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 14

　　ａ　慶安の触書では、法令遵守、耕作奨励、衣食住の制限など、農民生活の細部にいたるま

で規定している。

　　ｂ　慶安の触書では、田地の売買や、分割相続による耕地の分地を奨励している。

　　ｃ　農民は、男女ともに、日常着として絹をつかった小袖を用いるようになった。

　　ｄ　江戸時代後期には、農民も旅にさかんにでかけるようになり、伊勢神宮への参詣や、西

国三十三か所巡礼などがおこなわれた。

　　①　ａ・ｂ　　　　　②　ａ・ｄ　　　　　③　ｂ・ｃ　　　　　④　ｂ・ｄ

 

第３問　二つの世界大戦間期の経済・社会に関するＡ・Ｂの文章を読み、下の問い（問 15～

21）に答えなさい。

Ａ　次の史料は、米騒動に関し、自由主義ジャーナリストの石橋湛山（戦後、首相に就任）が『東

洋経済新報』に記した社説である。

　今は世界を挙げての大戦乱の場合である。（中略）故に、かくの如
ごと

き場合に、政府者
もの

の第一

に尽くすべき任務は、国民生活上の必
ひっ

須
す

品および経済的発展に欠いてはならぬ物資の供給を

不足なからしむることである（注１）。（中略）しかるに、我が政府は、輸入の杜
と

絶
ぜつ

（注２）ないし不
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便は、毫
ごう

も意とせざるのみか（注３）、かえって自然の保護（注４）として祝福し、交戦国を始め海

外諸国から我が物資に対する需要の限りなきを見て、天
てん

佑
ゆう

なりと打ち喜び（注５）、政府自身が

国債の発行までして輸出為替資金の調達をおこない、百
ひゃっ

方
ぽう

（注６）輸出を奨励した。（中略）その

結果は、申すまでもなく  　　ア　　 。
（『石橋湛山評論集』）

　　　　（注１）不足しないようにすることである

　　　　（注２）とだえること

　　　　（注３）少しも心配しないばかりか

　　　　（注４）何もしないことがかえって国民経済の保護になる

　　　　（注５）天の助けだとすっかり喜び

　　　　（注６）あらゆる手段を講じて

問 15　上の史料の文意を考え、空欄  　　ア　　 に入るべき文として正しいものを、次の①～

④のうちから一つ選びなさい。　 15

　　①　物資の供給が大過剰に陥り、通貨流通量は激減し、各種の物価は暴騰した。

　　②　物資の供給が大過剰に陥り、通貨流通量は激増し、各種の物価は暴落した。

　　③　物資の供給が大不足に陥り、通貨流通量は激増し、各種の物価は暴騰した。

　　④　物資の供給が大不足に陥り、通貨流通量は激減し、各種の物価は暴落した。

次頁に続きます。
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問 16　次の図は、湛山の社説が発表されたのと同じ時期の漫画雑誌『大阪パック』に掲載され

た風刺漫画である。この図について説明した文として正しいものを、下の①～④のうちから

一つ選びなさい。　 16

　　①　労働者の権利拡張や賃金引上げを求める労働運動の隆盛が描かれたものである。

　　②　都市部での工場生産の急激な発展にともない、農村部では産業公害に苦しむことになっ

たため、農村の人びとが都市に対し反発している状況を示したものである。

　　③　工業の発展に比べ停滞的だった農業に従事する人びとが都市に押しかけ、打ちこわしを

おこなっている模様を表したものである。

　　④　豊かな生活をもとめ、農村から都市へ流出する人びとの有り様を端的に表現したもので

ある。

問 17　米騒動などをきっかけに社会運動が活発になったが、大正期に起こった出来事として誤っ

ているものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 17

　　①　新婦人協会の設立　　　　　　　　　　②　日本共産党の結成

　　③　全国水平社の結成　　　　　　　　　　④　足尾鉱毒事件の発生
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問 18　米騒動や第一次世界大戦を通じて、市民生活が変容し大衆文化が成立する。このころ成

立した大衆文化について述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選び

なさい。　 18

　　①　新聞・雑誌の発行部数が飛躍的にのびた。

　　②　ラジオが普及するとともに、新たなメディアとしてテレビの放送が始まった。

　　③　電灯が農村部も含め広く一般家庭に普及した。

　　④　タイピストや電話交換手などの仕事をもつ職業婦人が現れるようになった。

Ｂ　次の史料は、経済学者の猪俣津南雄が１９３４年、農村を実地調査してあらわしたルポルター

ジュの一節である。

　　農産物の値下がりがひどいといって、  　　イ　　 のようにひどいのはそう見当たらぬ。

（中略）一度借金をすると際
さい

限
げん

（注１）がない。借金には高い利息がつき、利息にもさらに利息が

つく。そこでまた今年こそは取り返そうという段
だん

取
ど

り（注２）だが、その今年の  　　イ　　 の

値は、いつも前年よりは安くなる。そこでまた借金だ。坂道から雪玉をころがすようなこう

した過程は、
（ａ）

去年までにもう八年もつづいている。ことに（注３）最近の三、四年がひどかっ

た。
（ｂ）

だから借金は加速度的に大きくなってきた。

（『窮乏の農村』）

　　　　（注１）とどまるところ

　　　　（注２）計画

　　　　（注３）とくに

問 19　この時期、アメリカへのある物の輸出が激減した影響で  　　イ　　 の価格が急落した。

空欄  　　イ　　 に入る語句として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

　 19 　

　　①　茶　　　　　　　②　綿花　　　　　　③　繭　　　　　　　④　砂糖
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問 20　下線部（ａ）に関連して、次の出来事Ⅰ～Ⅵのうち、１９３０〜１９３４年におきたものとして

正しいものの組合せを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 20

　　Ⅰ　金輸出解禁の実施　　　　　　　　　Ⅱ　戦後恐慌の発生

　　Ⅲ　地方改良運動の開始　　　　　　　　Ⅳ　重要産業統制法の制定

　　Ⅴ　ロンドン海軍軍縮条約の調印　　　　Ⅵ　シーメンス事件の発生

　　①　Ⅰ・Ⅳ・Ⅴ　　　　　　　　　　　　　②　Ⅰ・Ⅲ・Ⅵ

　　③　Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ　　　　　　　　　　　　　④　Ⅱ・Ⅴ・Ⅵ

問 21　下線部（ｂ）に関連して述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選

びなさい。　 21

　　①　農村部では、尋常小学校に弁当を持っていけない子どもたち、いわゆる欠食児童が社会

問題となった。

　　②　娘を身売りさせることで、経営の苦境から抜け出そうとする農家が続出した。

　　③　経営的に苦況に陥った農家には、不況による打撃が軽微だった都市部に移動するものも

多かった。

　　④　政府は窮乏化する農村を再建するため、農山漁村経済更生運動を実施した。
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第４問　日本史上の女性に関する次の問い（問 22～ 32）に答えなさい。

問 22　天武天皇の死後、皇后があとを継いで持統天皇となった。持統天皇に関して述べた次の

文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選び

なさい。　 22

Ｘ　持統天皇は、天武天皇の改革を引き継いで、６８９年に飛鳥浄御原令を施行した。

Ｙ　持統天皇は６９０年に、はじめて全国を対象とする戸籍である庚午年籍をつくった。

　　①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　　　　　　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤

　　③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　　　　　　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤

問 23　藤原不比等の娘について述べた次の文を読み、空欄  　　ア　　  　　イ　　 に入る

語句ａ～ｄの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 23

　奈良時代初期、権力を握った藤原不比等は、娘の宮子を文武天皇に嫁がせ、その間に生れ

た皇子（のち聖武天皇）に、娘の  　　ア　　 を嫁がせた。  　　ア　　 は、７２９年の

 　　イ　　 の直後に皇后となったが、これは皇族以外の女性が皇后になった初めての例で

あった。

　　ａ　妹子　　　　　　ｂ　光明子　　　　　ｃ　乙巳の変　　　　ｄ　長屋王の変

　　①　ア―ａ　　イ―ｃ　　　　　　　　　　②　ア―ａ　　イ―ｄ

　　③　ア―ｂ　　イ―ｃ　　　　　　　　　　④　ア―ｂ　　イ―ｄ
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問 24　平安時代の貴族に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正しい

ものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 24

Ｘ　平安時代中頃には、大陸文化と日本文化を融合させた優美で繊細な貴族文化がうまれ、服装

も変化して、女性貴族の正装は束帯となった。

Ｙ　一定の年齢に達すると、男性は元服、女性は裳着の式をあげて成人として扱われた。

　　①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　　　　　　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤

　　③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　　　　　　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤

問 25　平安時代の女流作家に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正

しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 25

Ｘ　一条天皇の后
きさき

定子に仕えた清少納言は、随筆『枕草子』をあらわした。

Ｙ　一条天皇の后
きさき

彰子に仕えた紫式部は、大長編小説『源氏物語』をあらわした。

　　①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　　　　　　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤

　　③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　　　　　　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤
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問 26　平清盛の娘徳子について述べた下の文章を読み、空欄  　　ウ　　  　　エ　　 に入

る語句ａ～ｄの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 26

　平清盛は、娘徳子（建礼門院）を高倉天皇の中宮とし、その子の  　　ウ　　 が即位すると、

外戚として威勢をふるった。１１８５年の  　　エ　　 の戦いで、平家一門が滅んだあと、徳子は、

京都大原の寂光院で余生を過ごした。

　　ａ　順徳天皇　　　　ｂ　安徳天皇　　　　ｃ　壇の浦　　　　　ｄ　一の谷

　　①　ウ―ａ　　エ―ｃ　　　　　　　　　　②　ウ―ａ　　エ―ｄ

　　③　ウ―ｂ　　エ―ｃ　　　　　　　　　　④　ウ―ｂ　　エ―ｄ

問 27　鎌倉幕府・室町幕府の将軍の妻について述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに該当する人名ａ

～ｄとの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 27

Ｘ　源頼朝の死後、東国武士の間に不安と動揺が広がったため、頼朝の妻は、２代将軍となった

頼家の独裁をおさえ、有力御家人１３人の合議制により政治をおこなうことにした。

Ｙ　室町幕府８代将軍足利義政の妻は、実子義尚の将軍就任を求めて、すでに将軍継嗣に決まっ

ていた義政の弟義視と争った。

　　ａ　藤原薬子　　　　ｂ　北条政子　　　　ｃ　藤原詮子　　　　ｄ　日野富子

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

次頁に続きます
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問 28　室町時代は商業がさかんになって、見世棚、連雀商人など、新しい業態の商売人が各地

で活躍し、そのなかで女性も多く活躍した。これらの商売人のうち桂女を描いた図として正

しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 28

①

　

　

②

③

　　　

④

　

問 29　後水尾天皇は、１６２９年、幕府の同意を得ることなく突然退位し、後水尾天皇の皇女に

譲位した。後水尾天皇の譲位により即位した天皇の名と、その天皇の母の名の組合せとして

正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 29

　　①　孝謙天皇　―　将軍徳川吉宗の娘和子

　　②　孝謙天皇　―　将軍徳川秀忠の娘和子

　　③　明正天皇　―　将軍徳川吉宗の娘和子

　　④　明正天皇　―　将軍徳川秀忠の娘和子
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問 30　幕末には人々の社会不安が増大したため、のちに教派神道と呼ばれる民衆宗教が急速に

普及したが、この時期に生まれた民衆宗教として誤っているものを、次の①～④のうちから

一つ選びなさい。　 30

　　①　金光教　　　　　②　天理教　　　　　③　唯一神道　　　　④　黒住教

問 31　日清戦争（１８９４～９５年）の前後には、個性を重んじ、自我の解放をとなえるロマン主

義が主流となった。ロマン主義の作家と作品の組合せとして正しいものを、次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。　 31

　　①　津田梅子　　―　『舞姫』　　　　　　　②　与謝野晶子　　―　『浮雲』

　　③　樋口一葉　　―　『たけくらべ』　　　　④　松井須磨子　　―　『一握の砂』

問 32　２０世紀初頭における社会運動の高まりは、女性差別からの解放をめざす婦人運動にも影

響を与えた。当時の婦人運動に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとし

て正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 32

Ｘ　平塚らいてうは、青鞜社を結成して女性解放を唱えた。

Ｙ　市川房枝らが中心となって友愛会を結成して、女性の地位を高める運動を進めた。

　　①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　　　　　　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤

　　③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　　　　　　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤

以上で問題は終わりです。


